
(57)【要約】

【課題】本発明は、室内の温度変化を抑制することがで

きる乾式外断熱工法熱橋部の断熱構造およびその施工法

を提供することを課題とする。

【解決手段】屋上は、コンクリート層１１や断熱材１２

を少なくとも有する床体１と、床体１に固定される治具

２と、治具２を介して床体１に設置される手摺ＨＲとを

備えて構成されている。そして、治具２は、下端が断熱

材１２内に埋没するようにコンクリート層１１に固定さ

れる筒状体２１と、筒状体２１内のコンクリート層１１

側に配設される内側断熱材２２と、筒状体２１と内側断

熱材２２とで形成される凹部２ａ内に配設される手摺Ｈ

Ｒの周囲に充填されて固化する充填剤２５と、を備えて

いる。

【選択図】図１

JP 2007-192012 A 2007.8.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン ク リ ー ト 層 と 、 こ の コ ン ク リ ー ト 層 上 に 設 置 さ れ る 建 築 部 材 と を 備 え た 乾 式 外 断 熱
工 法 熱 橋 部 の 断 熱 構 造 で あ っ て 、
　 筒 状 に 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 層 に 固 定 さ れ る 筒 状 体 と 、

　 前 記 筒 状 体 内 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 層 側 に 配 設 さ れ る 内 側 断 熱 部 材 と 、
　 前 記 筒 状 体 内 に 配 設 さ れ る 前 記 建 築 部 材 の 周 囲 に 充 填 さ れ 、 前 記 建 築 部 材 を 支 持 す る 充
填 剤 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 乾 式 外 断 熱 工 法 熱 橋 部 の 断 熱 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 筒 状 体 が 、 ス テ ン レ ス 鋼 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 乾 式
外 断 熱 工 法 熱 橋 部 の 断 熱 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 コ ン ク リ ー ト 層 上 に 建 築 部 材 を 設 置 す る た め の 乾 式 外 断 熱 工 法 熱 橋 部 の 施 工 法 で あ っ て
、
　 前 記 コ ン ク リ ー ト 層 に 、 筒 状 に 形 成 さ れ る 筒 状 体 を 固 定 す る 工 程 と 、
　 前 記 コ ン ク リ ー ト 層 に 固 定 し た 前 記 筒 状 体 内 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 層 側 に 、 内 側 断 熱 部 材
を 配 設 す る 工 程 と 、
　 前 記 筒 状 体 と 前 記 内 側 断 熱 部 材 と で 形 成 さ れ る 凹 部 内 に 充 填 剤 を 充 填 す る 工 程 と 、
　 前 記 筒 状 体 の 前 記 凹 部 内 に 前 記 建 築 部 材 を 挿 入 す る 工 程 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 乾
式 外 断 熱 工 法 熱 橋 部 の 施 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 外 断 熱 工 法 で 施 工 さ れ た 床 体 に 手 摺 等 の 建 築 物 を 取 り 付 け る た め の 乾 式 外 断
熱 工 法 熱 橋 部 の 断 熱 構 造 お よ び そ の 施 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 室 内 の 温 度 変 化 を 抑 制 す る た め の 建 築 物 の 施 工 法 と し て 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 の
周 り を 断 熱 部 材 で 包 む と い っ た 乾 式 外 断 熱 工 法 が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 乾 式 外 断 熱 工
法 に お い て は 、 例 え ば 屋 上 の 床 体 は 、 コ ン ク リ ー ト 層 と 、 こ の コ ン ク リ ー ト 層 上 に 積 層 さ
れ る 断 熱 部 材 と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の よ う な 床 体 に 手 摺 等 の 建 築 部 材 を 取
り 付 け る 場 合 に は 、 断 熱 部 材 を 貫 通 し て コ ン ク リ ー ト を 突 き 出 し 、 こ の コ ン ク リ ー ト （ 熱
橋 部 ） 上 に 手 摺 等 を 設 置 す る の が 一 般 的 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 こ の 他 に も 、 乾 式 外 断 熱 工 法 で 施 工 さ れ た 床 体 に 手 摺 等 の 建 築 部 材 を 取 り 付 け る
た め の 構 造 と し て は 、 従 来 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 技 術 が あ る 。 こ の 技 術 は 、 コ ン
ク リ ー ト 層 上 に 断 熱 部 材 お よ び 防 水 層 を 順 次 積 層 す る こ と で 構 成 さ れ る 床 体 に 孔 を 開 け 、
こ の 孔 に 所 定 の 治 具 を 設 け た 構 造 と な っ て い る 。 こ こ で 、 こ の 治 具 は 、 雌 ね じ 部 を 有 す る
埋 込 連 結 体 と 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 そ の 一 端 に 前 記 埋 込 連 結 体 の 雌 ね じ 部 に 螺 合 す
る 雄 ね じ 部 を 有 す る と と も に 、 そ の 他 端 に 外 側 へ 延 出 す る フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 外 部 連 結 体
と 、 と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 構 造 で は 、 埋 込 連 結 体 を 、 そ の 雌 ね じ 部 が 上
向 き と な る よ う に 床 体 の 孔 内 に 配 設 し 、 そ の 周 囲 に モ ル タ ル を 充 填 す る こ と で 床 体 に 固 定
さ せ て お き 、 こ の よ う に 固 定 し た 埋 込 連 結 体 に 外 部 連 結 体 を 螺 合 に よ り 固 定 す る こ と で 、
外 部 連 結 体 の フ ラ ン ジ 部 に 手 摺 等 を 固 定 さ せ る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ４ ６ ５ ９ ８ ４ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 し た 断 熱 部 材 を 貫 通 し て コ ン ク リ ー ト を 突 出 さ せ る 技 術 で は 、 手 摺
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等 が 夏 季 に お い て 日 光 に よ り 加 熱 さ れ た り 、 ま た 冬 季 に お い て 冷 気 に よ り 冷 却 さ れ る と 、
、 そ の 熱 が コ ン ク リ ー ト を 介 し て 室 内 に 伝 達 さ れ る た め 、 室 内 の 温 度 変 化 を 良 好 に 抑 制 す
る こ と が で き な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 特 許 文 献 １ の 技 術 に お い て も 、 日 光 ま た
は 冷 気 に よ り 手 摺 等 が 加 熱 ま た は 冷 却 さ れ る と 、 そ の 熱 が 、 外 部 連 結 体 、 埋 込 連 結 体 、 モ
ル タ ル お よ び コ ン ク リ ー ト を 介 し て 室 内 に 伝 達 さ れ る た め 、 室 内 の 温 度 変 化 を 良 好 に 抑 制
す る こ と が で き な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 室 内 の 温 度 変 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 乾 式 外 断 熱 工 法 熱 橋 部 の 断
熱 構 造 お よ び そ の 施 工 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 層 と 、 こ の コ ン ク リ ー ト 層 上 に 設 置 さ れ る
建 築 部 材 と を 備 え た 乾 式 外 断 熱 工 法 熱 橋 部 の 断 熱 構 造 で あ っ て 、 筒 状 に 形 成 さ れ る と と も
に 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 層 に 固 定 さ れ る 筒 状 体 と 、 前 記 筒 状 体 内 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 層 側 に
配 設 さ れ る 内 側 断 熱 部 材 と 、 前 記 筒 状 体 内 に 配 設 さ れ る 前 記 建 築 部 材 の 周 囲 に 充 填 さ れ 、
前 記 建 築 部 材 を 支 持 す る 充 填 剤 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 前 記 し た 建 築 部 材 の 断 熱 構 造 は 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 層 に 、 筒 状 に 形 成 さ れ る 筒 状
体 を 固 定 す る 工 程 と 、 前 記 コ ン ク リ ー ト 層 に 固 定 し た 前 記 筒 状 体 内 の 前 記 コ ン ク リ ー ト 層
側 に 、 内 側 断 熱 部 材 を 配 設 す る 工 程 と 、 前 記 筒 状 体 と 前 記 内 側 断 熱 部 材 と で 形 成 さ れ る 凹
部 内 に 充 填 剤 を 充 填 す る 工 程 と 、 前 記 筒 状 体 の 前 記 凹 部 内 に 前 記 建 築 部 材 を 挿 入 す る 工 程
と を 備 え た 施 工 法 に よ っ て 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 日 光 に よ り 建 築 部 材 が 加 熱 さ れ た 場 合 に は 、 そ の 熱 が 内 側 断 熱 部 材 で
遮 断 さ れ る 。 そ の た め 、 建 築 部 材 か ら の 熱 伝 達 に よ る コ ン ク リ ー ト 層 の 温 度 変 化 を 抑 制 す
る こ と が で き 、 ひ い て は 、 室 内 の 温 度 変 化 を 良 好 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 前 記 筒 状 体 を 、 ス テ ン レ ス 鋼 で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 筒 状 体 を ス テ ン レ ス 鋼 で 形 成 す る こ と に よ っ て 、 そ の 熱 伝 導 率 を 、 鉄 製
の も の よ り も 約 １ ／ ５ 程 度 に 低 く す る こ と が で き る の で 、 室 内 の 温 度 変 化 を よ り 良 好 に 抑
制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 建 築 部 材 か ら の 熱 を 内 側 断 熱 部 材 で 遮 断 す る こ と が で き る の で 、 室 内
の 温 度 変 化 を 良 好 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 適 宜 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 参 照 す
る 図 面 に お い て 、 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 建 物 の 屋 上 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 屋 上 の 構 造 （ 乾 式 外 断 熱 工 法 熱 橋 部 の 断 熱 構 造 ）
は 、 屋 上 の 床 を 構 成 す る 床 体 （ 基 体 ） １ と 、 こ の 床 体 １ に 固 定 さ れ る 治 具 ２ と 、 こ の 治 具
２ を 介 し て 床 体 １ に 設 置 さ れ る 手 摺 （ 建 築 部 材 ） Ｈ Ｒ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 床 体 １ は 、 コ ン ク リ ー ト 層 １ １ と 、 こ の コ ン ク リ ー ト 層 １ １ 上 に 積 層 さ れ る 断 熱 材 （ 断
熱 部 材 ） １ ２ と 、 コ ン ク リ ー ト 層 １ １ に 立 設 さ れ る Ｓ Ｕ Ｓ （ ス テ ン レ ス 鋼 ） 製 の 複 数 の 支
持 棒 １ ３ と 、 こ れ ら の 支 持 棒 １ ３ 上 に 配 設 さ れ る Ｓ Ｕ Ｓ 製 の 角 パ イ プ １ ４ と 、 こ の 角 パ イ
プ １ ４ 上 に 配 設 さ れ る 硬 質 木 毛 セ メ ン ト 板 １ ５ と を 主 に 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、
こ の 床 体 １ の コ ン ク リ ー ト 層 １ １ に は 、 治 具 ２ が 固 定 さ れ て い る 。 そ の た め 、 断 熱 材 １ ２
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は 、 コ ン ク リ ー ト 層 １ １ に お け る 治 具 ２ と 支 持 棒 １ ３ を 除 い た 部 分 に 敷 き 詰 め ら れ 、 硬 質
木 毛 セ メ ン ト 板 １ ５ に は 、 治 具 ２ を 逃 げ る た め の 逃 げ 部 が 形 成 さ れ る よ う に な っ て い る 。
な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 断 熱 材 １ ２ の 材 料 を グ ラ ス ウ ー ル と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 治 具 ２ は 、 筒 状 体 ２ １ と 、 内 側 断 熱 材 （ 内 側 断 熱 部 材 ） ２ ２ と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 筒 状 体 ２ １ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 部 材 で あ り 、 そ の 材 料 と し て Ｓ Ｕ Ｓ が 使 用 さ れ て い
る 。 ま た 、 こ の 筒 状 体 ２ １ の 両 端 部 に は 、 外 周 面 よ り も 小 径 と な る 段 差 部 ２ １ ａ が 形 成 さ
れ て お り 、 こ れ ら の 各 段 差 部 ２ １ ａ に は 、 リ ン グ 状 と な る Ｓ Ｕ Ｓ 製 の フ ラ ン ジ 部 材 ２ ３ ，
２ ４ が 溶 接 等 に よ り 一 体 に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 下 側 の フ ラ ン ジ 部 材 ２ ３ が 、 Ｓ Ｕ Ｓ
製 の ナ ッ ト Ｎ に よ っ て 、 コ ン ク リ ー ト 層 １ １ に 埋 め 込 ま れ た Ｓ Ｕ Ｓ 製 の ア ン カ ー ボ ル ト （
図 示 せ ず ） に 固 定 さ れ る こ と で 、 筒 状 体 ２ １ が コ ン ク リ ー ト 層 １ １ に 固 定 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 内 側 断 熱 材 ２ ２ は 、 ポ リ ス チ レ ン ボ ー ド を 円 柱 状 に 形 成 し た も の で あ り 、 そ の 外 周 面 が
筒 状 体 ２ １ の 内 周 面 に 合 致 す る よ う に 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 高 さ が 筒 状 体 ２ １ の 高 さ
よ り も 低 く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の よ う に 形 成 さ れ る 内 側 断 熱 材 ２ ２ を
、 コ ン ク リ ー ト 層 １ １ に 固 定 さ れ た 筒 状 体 ２ １ 内 の 下 部 に 配 設 す る こ と で 、 筒 状 体 ２ １ の
内 周 面 と 内 側 断 熱 材 ２ ２ の 上 面 と で 手 摺 Ｈ Ｒ を 取 り 付 け る た め の 凹 部 ２ ａ が 形 成 さ れ る よ
う に な っ て い る 。 な お 、 内 側 断 熱 材 ２ ２ の 高 さ は 、 断 熱 効 果 と 手 摺 Ｈ Ｒ の 差 込 量 と を 考 慮
し て 適 宜 設 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 し た 治 具 ２ の 凹 部 ２ ａ に は 、 手 摺 Ｈ Ｒ を 治 具 ２ 内 に 固 定 す る た め の グ ラ ウ ト
剤 （ 充 填 剤 ） ２ ５ が 充 填 さ れ 、 固 化 し た グ ラ ウ ト 剤 ２ ５ 上 （ 詳 し く は 、 手 摺 Ｈ Ｒ 周 り の 上
面 ） に は 、 シ ー ル 剤 ２ ６ が 塗 布 さ れ て い る 。 さ ら に 、 筒 状 体 ２ １ の 上 側 の フ ラ ン ジ 部 材 ２
４ に は 、 半 リ ン グ 状 の Ｓ Ｕ Ｓ 製 の 蓋 ２ ７ が ２ つ 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 蓋 ２ ７
の 内 縁 は 、 筒 状 体 ２ １ の 内 周 面 か ら 内 方 に 向 か っ て 迫 り 出 す よ う に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ
に よ り 、 シ ー ル 剤 ２ ６ が 蓋 ２ ７ に よ っ て 上 方 か ら 覆 わ れ て 、 シ ー ル 剤 ２ ６ 上 へ の 水 の 浸 入
が 抑 制 さ れ る と と も に 、 手 摺 Ｈ Ｒ の 根 元 部 分 の 外 観 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 シ
ー ル 剤 ２ ６ 上 へ の 水 の 浸 入 を さ ら に 抑 制 す る た め に 、 蓋 ２ ７ と 手 摺 Ｈ Ｒ の 隙 間 を シ ー ル 剤
で 埋 め て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 床 体 １ と 治 具 ２ の 表 面 （ 詳 し く は 、 硬 質 木 毛 セ メ ン ト 板 １ ５ の 上 面 と 筒 状 体 ２ １
の 外 周 面 ） に は 、 こ れ ら の 各 表 面 に 沿 う よ う に 防 水 シ ー ト Ｗ Ｓ が 貼 り 付 け ら れ て お り 、 こ
れ に よ り 、 床 体 １ と 治 具 ２ の 間 か ら の 水 の 浸 入 が 抑 制 さ れ て い る 。 さ ら に 、 防 水 シ ー ト Ｗ
Ｓ 上 に は 、 硬 質 ノ ン ス リ ッ プ シ ー ト Ｎ Ｓ が 配 設 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 雨 の 日 で あ っ て
も 床 体 １ が 滑 り に く く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 前 記 し た 屋 上 （ 建 築 物 ） の 施 工 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 コ ン ク リ ー ト 層 １ １ 上 に 、 治 具 ２ を ア ン カ ー ボ ル ト お よ び ナ ッ ト Ｎ に よ っ て 固 定
さ せ る 。 次 に 、 治 具 ２ の 上 方 か ら 内 側 断 熱 材 ２ ２ を コ ン ク リ ー ト 層 １ １ に 当 接 す る ま で 押
し 込 む こ と に よ っ て 、 内 側 断 熱 材 ２ ２ を 治 具 ２ 内 の 下 部 に 配 設 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 続 い て 、 治 具 ２ 内 の 内 側 断 熱 材 ２ ２ の 上 か ら グ ラ ウ ト 剤 ２ ５ を 充 填 す る と と も に 、 こ の
グ ラ ウ ト 剤 ２ ５ の 上 方 か ら 手 摺 Ｈ Ｒ を 差 し 込 ん で い き 、 所 定 の 位 置 で 保 持 し て お く 。 こ こ
で 、 手 摺 Ｈ Ｒ （ 詳 し く は 、 図 示 す る 手 摺 Ｈ Ｒ の 脚 部 ） は 、 略 水 平 に 配 置 さ れ る 手 摺 Ｈ Ｒ の
横 棒 部 分 （ 図 示 せ ず ） の 平 行 度 の 調 整 を 考 慮 し て 、 内 側 断 熱 材 ２ ２ の 上 面 か ら 所 定 距 離 離
し た 位 置 で 保 持 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 そ し て 、 グ ラ ウ ト 剤 ２ ５ が 固 化 し た 後 は 、 手 摺 Ｈ Ｒ 周 囲 の グ ラ ウ ト 剤 ２ ５ 上 に シ ー ル 剤
２ ６ を 塗 布 す る と と も に 、 治 具 ２ 上 に 蓋 ２ ７ を 固 定 す る こ と で 手 摺 Ｈ Ｒ の コ ン ク リ ー ト 層
１ １ へ の 取 付 作 業 が 完 了 す る 。 ま た 、 こ の よ う に 手 摺 Ｈ Ｒ の 取 付 作 業 が 完 了 し た 後 は 、 コ
ン ク リ ー ト 層 １ １ 上 に 、 断 熱 材 １ ２ を 敷 き 詰 め る 。 こ の と き 、 こ の 断 熱 材 １ ２ の 高 さ は 、
コ ン ク リ ー ト 層 １ １ に 予 め 埋 め 込 ま れ て い る 支 持 棒 １ ３ の 高 さ と 略 同 じ 高 さ と し て お く 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 続 い て 、 支 持 棒 １ ３ に 角 パ イ プ １ ４ を 固 定 す る と と も に 、 こ の 角 パ イ プ １ ４ 上 に 硬 質 木
毛 セ メ ン ト 板 １ ５ を 載 置 す る 。 そ し て 、 最 後 に 、 硬 質 木 毛 セ メ ン ト 板 １ ５ と 治 具 ２ の 表 面
に 防 水 シ ー ト Ｗ Ｓ を 貼 り 付 け 、 こ の 防 水 シ ー ト Ｗ Ｓ 上 に 硬 質 ノ ン ス リ ッ プ シ ー ト Ｎ Ｓ を 載
置 す る こ と で 、 屋 上 の 施 工 が 完 了 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 に よ れ ば 、 本 実 施 形 態 に お い て 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 日 光 に よ り 手 摺 Ｈ Ｒ が 加 熱 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 そ の 熱 が 内 側 断 熱 材 ２ ２ で 遮 断 さ れ
る た め 、 手 摺 Ｈ Ｒ か ら の 熱 伝 達 に よ る コ ン ク リ ー ト 層 １ １ の 温 度 変 化 を 抑 制 す る こ と が で
き 、 ひ い て は 、 室 内 の 温 度 変 化 を 良 好 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｓ Ｕ Ｓ 製 で あ る 治
具 ２ は 、 そ の 熱 伝 導 率 が 、 鉄 製 の も の よ り も 約 １ ／ ５ 程 度 に 小 さ く な る た め 、 治 具 ２ を 介
し て コ ン ク リ ー ト 層 １ １ へ 伝 わ る 熱 を 少 な く す る こ と が で き 、 そ の 分 、 室 内 の 温 度 変 化 を
良 好 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 以 下 に 例 示 す る よ う に 様 々 な 形 態
で 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 実 施 形 態 で は 、 手 摺 Ｈ Ｒ 等 の 建 築 部 材 を 取 り 付 け る 相 手 先 の 部 材 （ 基 体 ） と し て 屋
上 の 床 体 を 採 用 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 コ ン ク リ ー ト 層 と 断 熱 部 材 を 有 す る
構 造 で あ れ ば ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 側 壁 、 天 井 壁 、 ベ ラ ン ダ の 床 体 な
ど を 基 体 と し て 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 実 施 形 態 で は 、 内 側 断 熱 部 材 と し て ポ リ ス チ レ ン ボ ー ド 製 の 内 側 断 熱 材 ２ ２ を 採 用
し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 断 熱 を 行 う た め の 部 材 （ 断 熱 部 材 ） で
あ れ ば ど の よ う な も の で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 断 熱 部 材 と し て 、 有 底 筒 状 と な る カ ッ プ
部 材 を 採 用 し て も よ い 。 な お 、 こ の 場 合 は 、 カ ッ プ 部 材 の 開 口 を コ ン ク リ ー ト 層 １ １ 側 に
向 け る こ と に よ っ て 、 グ ラ ウ ト 剤 ２ ５ と コ ン ク リ ー ト 層 １ １ の 間 に 空 気 層 が で き る た め 、
カ ッ プ 部 材 が 断 熱 部 材 と し て 機 能 す る こ と と な る 。 さ ら に 、 カ ッ プ 部 材 は 、 Ｓ Ｕ Ｓ 製 で あ
る の が 望 ま し い 。 こ の 場 合 は 、 カ ッ プ 部 材 の 熱 伝 導 率 が 鉄 製 の も の よ り も 低 く な る の で 、
よ り 断 熱 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 内 側 断 熱 部 材 と し て 、 押 出 法 ポ リ ス チ レ ン フ
ォ ー ム 、 硬 質 発 砲 ウ レ タ ン 、 ビ ー ズ 法 ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム 、 フ ェ ノ ー ル フ ォ ー ム 、 発 泡
炭 酸 カ ル シ ウ ム 板 、 ウ レ タ ン 変 成 イ ソ シ ア ヌ レ ー ト フ ォ ー ム な ど を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 実 施 形 態 で は 、 断 熱 材 １ ２ と し て グ ラ ス ウ ー ル を 採 用 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定
さ れ ず 、 例 え ば ポ リ ス チ レ ン ボ ー ド な ど を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 実 施 形 態 で は 、 手 摺 Ｈ Ｒ を 治 具 ２ に 固 定 し た 後 に 、 外 側 の 断 熱 材 １ ２ 、 角 パ イ プ １
４ 、 硬 質 木 毛 セ メ ン ト 板 １ ５ な ど の 積 層 作 業 を 行 っ た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 こ
の 積 層 作 業 を 治 具 ２ へ の 手 摺 Ｈ Ｒ の 固 定 前 に 行 う よ う に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 建 物 の 屋 上 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 １ 　 　 　 床 体 （ 基 体 ）
　 ２ 　 　 　 治 具
　 ２ ａ 　 　 凹 部
　 １ １ 　 　 コ ン ク リ ー ト 層
　 １ ２ 　 　 断 熱 材 （ 断 熱 部 材 ）
　 １ ３ 　 　 支 持 棒
　 １ ４ 　 　 角 パ イ プ
　 １ ５ 　 　 硬 質 木 毛 セ メ ン ト 板
　 ２ １ 　 　 筒 状 体
　 ２ １ ａ 　 段 差 部
　 ２ ２ 　 　 内 側 断 熱 材 （ 内 側 断 熱 部 材 ）
　 ２ ３ 　 　 フ ラ ン ジ 部 材
　 ２ ４ 　 　 フ ラ ン ジ 部 材
　 ２ ５ 　 　 グ ラ ウ ト 剤
　 ２ ６ 　 　 シ ー ル 剤
　 ２ ７ 　 　 蓋
　 Ｈ Ｒ 　 　 手 摺 （ 建 築 部 材 ）
　 Ｎ 　 　 　 ナ ッ ト
　 Ｎ Ｓ 　 　 硬 質 ノ ン ス リ ッ プ シ ー ト
　 Ｗ Ｓ 　 　 防 水 シ ー ト

10

20

【 図 １ 】

(6) JP 2007-192012 A 2007.8.2



フロントページの続き

(74)代理人  100120433
            弁理士　▲高▼部　育子
(74)代理人  100135127
            弁理士　寺島　正己
(72)発明者  寺本　秀樹
            東京都港区赤坂一丁目９番２０号　南海辰村建設株式会社東京支店内
Ｆターム(参考) 2E001 DD01  EA01  FA04  FA18  GA65  HA33  HD02  HD03 

(7) JP 2007-192012 A 2007.8.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

